
 

 

 

 

 

 あいさつ運動に関連して、先日、児童集会で次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期から子どもたちの手によるあいさつ運動を展開中です。9

月２週目は、６年生が朝、児童玄関に立って、登校してくる子たちに

「おはようございます」のあいさつで出迎えました。9 月 3 週目は、

5 年生が 6 年生の後を引き継いでがんばってくれていました。そし

て、今週、4 年生が元気な「おはようございます」で明るい朝を作っ

てくれています。内外海小学校、あいさつ運動を展開中です！ 
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志 
Kokorozashi 

１０月の予定 
1日（水）市陸上記録会  

2日（木）陸上記録会 予備日① 

３日（金）陸上記録会 予備日② 

５日（日）内外海地区体育祭 

１６日（木）マラソン大会（予備日 17日） 

２１日（火）就学時健診 

２２日（水）志の道登山（１～６年） 

２３日（木）歯科検診（１年・４年） 

２６日（日）資源回収 

２９日（水）３０日（木）修学旅行（６年） 

１１月の予定 
５日（水）音楽会校内発表会 

 ９日（日）内外海地区ふるさとまつり 

１２日（水）市小中音楽会 

１３日（木）園児と志の道登山（１・２年生） 

１５日（土）PTA教育講演会 

      授業公開日 

      親子ふれあい活動 

１７日（月）振替 

１９日（水）市特別支援学級合同学習会 

内外海小学校のあいさつについて、自分たちではどんな風に感じていますか？自分ができ

ているかではなく、内外海小学校としてはできていると思いますか？ 

私は、4 月から皆さんの様子を見ていて、朝のあいさつができる人が増えてきたなあと感じ

ています。ただ、残念なことに、こちらからあいさつしても返してくれない人もいます。これはな

ぜでしょう。恥ずかしいからかもしれませんね。恥ずかしいという人は、「周りのみんながしてい

ないから」「周りがあいさつすればするけど…、あいさつする空気になっていないから」と思っ

ているかもしれません。 

では、その空気をつくるのは誰でしょう？内外海小学校の空気をつくってい 

るのは誰でしょう？オセロのコマのように、たった一つが黒から白になっても変

わらないかも知れませんが、一つ、また一つ…と増えていくと、印象が変わりま

す。内外海小学校のイメージを創るのは、ここにいる一人一人です。「学校の印

象」は、誰か一人がつくるものではなく、内外海小学校にいる一人一人がつくっ

ています。みんなの力で元気なあいさつができる学校という印象にしていきま

しょう。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

PTA奉仕作業 大変お世話になりました。 
21 日の PTA 奉仕作業では、残暑厳しい中、お

世話になり、ありがとうございました。ふだん手の

行き届かないところを丁寧に作業してくださったお

かげで、みちがえるような学校環境になりました。

ご予定の多い中、学校のためにお時間を割いてい

ただきましたこと、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

学習指導について 

教務主任   木橋 直樹 

      

  小浜市では、４０年以上前から「３S学習」を小中学校の授業の中心に据えて学校教育に取り

組んできました。１時間の授業で、①時間が来たらするしごと→②新しいしごと→③次時の計画と

進んでいきます。これは、係の児童が授業のはじめのあいさつに続けて学習内容を知らせ、主体的

に進めています。教師は、児童の動きに合わせ意見や質問を整理し、思考を深められるようにコー

ディネイトします。本校では今年度この「３S学習」に、Ｐ４Ｃという対話を取り入れ、主体的に、対話

して、考えを深められるチャレンジをしています。また、新聞を活用した学習（NIE）の指定を受け、

こちらも学習にMIX しています。この３つに、現在の小浜市の小中学校では、教育 DXを進めな

がら学習活動をしています。どうでしょう、すごくがんばって勉強していると思いませんか？ 

子どもの学習は、上記の取り組みだけでは本当の意味の充実は図れません。では、あと何をする

か。それは、体験学習です。お膳立てができていてさせてもらうだけというのは体験学習ではありま

せん。子どもと教師がともに課題を見つけて創りあげていく体験学習が大切です。体験学習では、

学校外の人にお世話になることが多いです。どういう態度で学習に望むか、学年に応じた事前学

習やふりかえりで育てます。そして、話し合いだけでなく頭と体と心をいっぱい使ったダイナミックな

学習活動で、心がスカッとする、気持ちよかったなあ、素晴らしいなあ、うれしいなあ…、となるので

す。自己有用感が高まります。体験学習がしっかり子どもの力になっていれば、周りの人へのあい

さつがよくなったり、感謝の気持ちがわいてきてありがとうの言葉が自然と出てきたり、次の学習活

動の活力になりいろいろなことへ前向きに取り組んだりと、よりよく変容していくと思われます。 

２学期、それぞれの学年が、体験学習と教室での学習を組み合わせながら、自分たちの課題を

見つけて、解決していこうと取り組みます。どこからやるかはいろいろありますが、現在と未来を生

きる子どもたちが、のびのびと話し合い助け合い励まし合い、ウェルビーイングな人生を送っていけ

るように、教師も創意工夫をしていきます。応援よろしくお願いします。 

  

 
職員より一言                   ６年担任 藤本 高之 

 私の趣味は観葉植物を育てることです。観葉植物にはまったきっかけは、友だちに勧められて 

１００円均一ショップで小さな植物を買ったことでした。初めは小さな植物が、少しずつではありま

すが確実に成長していく姿を見ることがとても楽しくなりました。学校生活においても、子どもたち

の成長を間近で見られることにとてもやりがいを感じています。自分自身も、子どもたちに負けな

いように成長し続けていきたいと思います。 


